
京田辺市農業委員会の農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況【中間報告】

農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第１９条第２項の規定により推薦を受けた者及び募集に応募した者を公表します。

令和８年１月２０日

【総括】

【推薦・応募の状況】

耕作面積
（㎡）

従事期間
（年）

性
別

年
齢

職業等
代表者又は
管理人の氏名

目的

①構成員の数
②構成員たる資格
③法人又は団体の性格を明
らかにする事項

普
賢
寺
区
域

1 推薦 藤林　弘義 男 66 農業 14,651 30
水取区

水取農家組合
－ － －

水取区長
井上　喜孝

水取農家組合長
藤林　和也

・区民相互の連帯と親睦、
伝統と誇り、区の健全な発
展に寄与

・組合員相互の親睦と経済
的地位の向上、農業生産力
の増強

①289
②水取区民
③－

①50軒
②水取区内に居住する農家
③－

・区役員の経験もあり地域の課題に精通され
区民からの信頼も厚い人物です。また、一期
目の実績も十分に評価できるものであり、推
薦させていただきます。

・農家組合長の経験もあり、農家組合員から
の深い信頼を得て、常にリーダーシップを発
揮して組合員を引率して頂いております。豊
富な農業経験を持ち、何事にも真摯に取り組
んで、みんなの良き相談相手となって頂いて
おります。農地利用最適化推進委員に適任の
人物として、推薦させて頂きます。

普賢寺 有

三
山
木
区
域

2 推薦 小泉　辰夫 男 70 農業 16,424 25 山本農家組合 － － －
農家組合長
小谷　清志

山本農業維持・発展
①43人
②組合員
③－

小泉辰夫氏は、これまで山本地区の役員を歴
任されており地区の担い手農家からの人望も
厚く地域の事情に精通されています。また、
現農地利用最適化推進委員であり、農業に対
する知識も豊富であり農業委員会業務に貢献
出来ると考えるため推薦いたします。

三山木 無

大
住
区
域

3 推薦 澤井　良和 男 71 農業 1,200 50 三野区 － － －
三野区長
澤井　忠彦

区民の相互の親睦を図り、
秩序を守り、かつ区民の福
祉の充実と、区の将来の発
展に寄与すること。

①46軒
②三野区民
③－

令和３年度に三野区長を務め、令和５年から
農地利用最適化推進委員として職務を全う
し、今後も継続して尽力して頂くことが望ま
しく、区として最適任者として推薦いたしま
す。

大住 無

（株）ｶﾅｶﾞﾜ入社
　(S51.4.4.1～）
山城食料（株）入社
　(S53.5.1～）
（株）京山退社
　(R2.5.1）
三野区長
　(R3.4～R4.3）
農地利用最適化推進委員
（R5.7.20～現在）

水稲

農地の耕作放棄地を撤廃し、担い
手組織作りに努め地域農業を発展
させていくために、引き続き職務
を遂行していきたいと思ってい
る。

合計
（人）

0

0

山本区農家組合長
　(H11.4.1～H13.3.31）
　(H14.4.1～H15.3.31）
山本区区長
　(H26.4.1～H27.3.31）
城陽市消防本部予防課長退
職
　(H27.3.31）
京都府危険物安全協会連合
会専任講師
綴喜防犯協会防犯推進委員
　(H28.4～現在）
農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在）

水稲
その他

高齢化又、後継者の問題等多くの
課題により休耕田又、荒廃農地が
増加する中、その解決策を模索し
ていきたい。地域農業が発展する
よう取り組んでいきたい。

営農類型
経歴

0

0

0

3

0

草内区域
（人）

農業委員
への推
薦・応募
の有無

0

1

0

1

1

0

1

三山木区域
（人）

普賢寺区域
（人）

3

抱負又は応募の理由

農業経営の状況
推薦・応
募する区
域推薦の理由  氏名又は名称

個人 法人・団体

推薦した者

0

1

田辺区域
（人）

氏名
性
別

年
齢

職業等

水取農家組合長
　(H22.4.1～H23.3.31）
農地利用最適化推進委員
 （R5.7.20～現在）

水稲・露
地野菜

２期目になりますが水取区の１０
年後の耕作地を維持するために障
害となる問題点 ①獣害問題 ②耕
作者の問題 ③耕作機械の問題を
解消するために ①地域をあげて
の獣害対策 ②受け皿となる組織
の法人化、経営 ③集落営農によ
る 耕作機械の共同所有の実現を
実施します。

区
域
区
分

区分

推薦を受けた者（個人推薦
又は法人・団体推薦）

応募した者

合計

推薦を受けた者又は応募した者

提
出
番
号

推薦・
応募の
区分

2

1

大住区域
（人）

1


